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学長メッセージ

代表取締役社長 入江則裕
私は先代から会社を継いだ時、社員の
皆さんが入江工研で働き終えたときに、
会社と関われて良かったと思ってもらえる
会社にしていきたいと考えていました。

今の世の中は困難も多く、会社の仕事だけ
でなく、様々なものに対して判断が必要
となります。その判断に必要な学びを、
仕事を通して興味をもって学ぶという姿勢を
養って欲しいと願っています。

今回、「入江工研 守・破・離アカデミー」
設立に至った経緯・考え方は、下記の3点です。
1点目は、全ての国家・企業・経済活動は教育が
基盤であるため、会社として教育環境を整えることが常に重要であると
思っているためです。
2点目は、世の中は激しく変化していくため、その変化に合わせて、
我々の教育体制もさらに変化させていく必要があると考えたためです。
3点目は、勉強の仕方が分からず悩む皆さんに、まず会社として守破離の
「守」となる部分を提供したいと考えたためです。

企業が成長するためには、社員の皆さんそれぞれの成長が必須となります。
そのためまずは、この「入江工研 守・破・離アカデミー」で、基盤とな
る「守」の部分を築き上げ、その学びを礎に各自で「破」・「離」へと
繋げてほしいと思っています。
また、成長するなかで新しい挑戦・困難へ取り組むことも必要となります
が、ぜひ、その挑戦に取り組むことに対して、ワクワクして欲しいと思っ
ています。

そもそも、勉強とは自身の興味があってするものですが、まだまだその姿
勢は足りないと思っています。このアカデミーでの学びをきっかけに様々
なことに興味をもち、それぞれの個性を自主的に探していってほしいと思
います。

人生の喜びは成長です。自身を見つめ、自身をどのように活かすか考えて、
皆さんのオリジナリティを発揮できるようになってほしいと願います。
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キャリア制度と紐づける人材育成の仕組みを構築し、入江工研のミッション・

戦略を実現する優秀人材が“育つ土壌”を醸成する

人間力（ビジネススキル・マネジメントスキル）と専門技術（真空技術・機械

製造技術）の両面を備える教育体系・教育コンテンツを整備し、OJTと連動

させることで、一人ひとりの成長度の可視化を図る

社内講師制度により「社員同士が教え合い、学び合う」組織の風土を形成す

るとともに、「教える側」の役割・責任を組織に浸透させることで、自律型人材が

育成されやすい環境を整備する
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アカデミーコンセプト

社員が教え合い・学び合う

自律的な社風づくり

アカデミー設立の趣旨

「ノウハウ・技術を体系化し、確実に技術継承する仕組み構築」

100年企業を目指し、自社技術を磨きながら成長されている状況
下で、採用と定着に課題があり、技術者の高齢化が進んでいると言
えます。今後の成長を目指すためには、若い人材の積極育成・定着
による社内の若返りが必要と考えています。
また、職人による高度な技術が必要とされる製品であるため、そ

の技術伝承が大きな課題です。「守破離」を掲げて教育に取り組ま
れており、社歌にも込めて伝えているとおり、今後更に力を入れて
技術を伝承することが求められます。

そこでノウハウ・技術の伝承を行う仕組みとして、「守破離
Academy」を創設し、学び合う風土を醸成することを目指し、
設立いたしました。



概念図

アカデミーの位置づけ

自律的に学び合う風土を作り、わが社の未来を担うプロフェッショナル人材を養成する‼

【対象】どのような人に

■ 次世代幹部候補

■ 若手社員 ■ 専門人材

【内容】学んで欲しいこと

■ 戦略策定力 / リーダーシップ

■ 専門スキル ■ マネジメントスキル

【方法】どのように学ばせるか

■ 社内講師による授業

■ 体験授業を実施 ■ 楽しく学べる環境

自社に必要であると考えるカリキュラム骨子

若手の活躍
リーダー

候補人材の増加

理念・歴史
価値判断基準の

伝承
学習風土醸成

スペシャリスト人材の増加

【実践カリキュラム】

他社への視察

技術試験 現場実践カリキュラム

【専門カリキュラム】

各部の技術の伝承

新たな技術知識 業界知識

【リーダー教育カリキュラム】

経営者視点 戦略策定力

マネジメント力 価値判断基準の伝承
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アカデミー設立後期待する効果
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